
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

藤原祐子　吉野晴道

横山菜月 

 聖　餐　礼 　拝 聖　餐　礼 　拝

来週の奉仕者
（２月２８日）

西嵜芳栄

牧唯恵伝道師
眞砂香和
藤原友規子
全本みどり　　　　
佐々木芽生
富岡美千男
山本麻美
牧唯恵伝道師
岡本享子
永井匡史
日名創真
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　私は最近、偽りの自分と戦う決断をしました。偽りの自
分とは、自分を「出来ない子」にして様々なことに対して
本気でやろうともせず、諦めさせる自分です。
この自分と戦うことを決断するのには、時間と勇気が必要
でした。なぜなら、私の心の中には「自分は何をやっても
上手くいかない」「本気でやって出来なかったら立ち直れな
い」そんな言葉たちでいっぱいでした。
でも、その中に「諦めてばかりじゃ嫌だ」「こんなダメダメ
に神様は造ってない」「本気でやったら出来る事があるかも
しれない」という言葉もありました。
ある日、なかなか決断出来ない私に喝を入れてくれる神の
家族がいました。私がこのままでいる事がどれだけもった
いないことか、その決断の先にある可能性がどれほど大き
なものかを知った時、私は神様が願っておられることを感
じ、決断をすることが出来ました。
私は、神様の御心を行える人になりたいと願っています。
この決断は、神様の御心を行える人になっていくための一
歩です。
これからも、偽りの自分と戦う決断をし続けていきたいと
思います。
ローマ 12:2
この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新た
にすることで、自分を変えていただきなさい。そうすれば、
神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に喜
ばれ、完全であるのかを見分けるようになります。

　箴言19～25水 22金 24

「偽りの自分と戦う決断」
私は最近、偽りの自分と戦う決断をしました。偽りの自

分とは、自分を「出来ない子」にして様々なことに対して
本気でやろうともせず、諦めさせる自分です

「偽りの自分と戦う決断」
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　　永井比和子

安田尚正　淺野祐稀 

　

中島歩美

　　

（ ２０２１年２月１４日 ）
（要約者：西嵜芳栄）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング 　逃走中

黙示録　福澤師

　今週も箴言 (19 章～ 25 章 ) を読み進めていきましょう。
21 章 1 節は王の心をも神様が支配し、御心のままに動かす事
が出来る事を言っています。2 節は、私達は自分が正しいと
自認しがちだが、正しいかどうか判断するのは主であると言っ
ています。そして 3 節からは、神様に喜ばれ祝福される為に
はどのようにすれば良いか、逆に喜ばれず、祝福から遠ざか
る歩みとはどういったものか書かれています。神様は心を変
える事が出来るにも関わらず、私達が選択し決断できるよう
にされました。箴言の中心主題と言える、「主を恐れることは
～」を思い出しましょう。私達は絶対的主権者である神様の
御手の中で、計画された道を歩んでいるところです。30 節に
書かれているように、人間的な知恵、英知、はかりごとも、
神様を抜きにしては何の役にも立たないと言っています。神
様の御心に従って用いることで初めて役に立つのです。子ど
もの時から神様を知っていた人、神様の事を知ってまだ日の
浅い人もいます。そして、各々いろいろな経験をし、身に着
けた知識、価値観等があると思います。御心に従って用いる
時に全てを益に変えて下さる神様です。今週も神様の御心を
祈り求めつつ歩みましょう。

牧　一穂　牧師
行司佳世伝道師

西嵜芳栄
富岡牧
泉水京子　

    ３日　下見嶺奈
    ３日　牧李香
　４日　近藤帆風
　　　　實金史恩
　　　　大澤正嗣
　　　　

　    ６日　佐々木芽生　
　    ７日    青江理江美
     　　   　亀澤侑美
    １２日　三村伸行
    １３日　全本みどり
　
　

１３日　小根久保伸彦
１４日　加藤優子
１５日　佐々木亜弥
１６日　西嵜芳栄
１９日　那須澄雄

２０日　新開晶子
２１日　永井比和子
　　　　太田幸子
２２日　舛田幸恵
２３日　山本麻美　　　　
　　　　

２４日　藤原大靖　　
２５日　藤原祐子
　　　　吉野晴道
２９日　山本信子

　　　　
　

２月の誕生者
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佐々木芽生

聖餐礼拝
スモールファミリー 

  世界で最も難しいスポーツは何だと思いますか。5 番目にプロ
テニス（打った球は 200km ほど）、４番目にゴルフ（300 ヤー
ド球を真っすぐに飛ばすのはとても難しい）、3 番目に 4.5ｍの
棒高跳び、2 番目に車のレース（300km の車を操る）、そして
1 番難しいスポーツは野球（3 割当たれば良い世界で 150km
の球を打ち返しホームランにするのはとても難しい）と言われ
ています。彼らは急に出来るようになったのでしょうか。スポー
ツだけでなく色んな方面で活躍する人に共通して言えるのは「忍
耐」しているということです。私たちは、神様の前に自分の本
質を知り忍耐していく時、向かうべき戦いに勝ち抜くことが出
来るのです。
 

あなたが戦っているのは、相手や環境などの「第三者」でしょ
うか、それとも「自分」でしょうか。もし前者であるなら後者の「自
分」に目を向けていくことが必要です。何かを行う時、私たち
は「方法」はいくらでも持っています。しかし原則は違えては
いけません。出エジプトの時も神様は、岩を打たせたり、命じ
させたり、杖を海に投げ込ませたり、足を踏み入れたりと、同
じ奇跡を見せるのにも違う方法をさせました。しかし「原則」
は変わらず、神の力によってのみ成し得るということを教えた
のです。私たちはこの原則を平気で違えます。現実に心を奪わ
れて本当にあるべきものを忘れてしまうからです。そうすると
私たちが戦うべきでないものと戦い、戦わなければならないも
のと戦わなくなるということが起こってしまうのです。
ある牧師が夫婦喧嘩をして暫く会話をしなかったそうです。教
会では普通にしていましたが、家では寝る時もベッドの端と端
にいました。そんなある日、家の空調が壊れたので電器屋の弟
を家に呼びました。すると弟が話し始めました。「実は夫婦喧嘩
をしていたけど、兄貴がよく説教でクリスチャンは自ら手を差
し伸べて祈らないといけないと言ってるだろ。寝る時、彼女の
背中を触るのを嫌だと思った。でも自分の心と戦ってこの手を
叱ったんだ。そして彼女に祈らないかと声をかけ一緒祈れたん
だ。」それを聞いて兄である牧師は考えました。そして同じよう
に夜、妻に声をかけ一緒に手をとって祈ることが出来たのです。
彼は彼女（相手）と戦っていたのです。しかし戦う先が彼女で
はなく自分（の中に働いていた悪）であることが分かったのです。

私たちは自分と戦う時、自分が悪いのだと思っていることがあ
ります。しかし聖書には、『この戦いは主の戦い（Ⅱ歴代誌
20：15、Ⅰサムエル 17：47）』、『血肉に対するものではなく、
もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、また天上にい
る悪の霊に対する戦いである（エペソ 6：12）』と書かれています。
私たちが戦うべきは、相手でも自分自身でもなく、自分の心に
潜む悪です。暗闇の主権者は巧妙です。自分は間違っていない
と他者に目を向けるようにします。しかし問題が起こるのは原
因があるからであり、神様はこの原因を変えたいのです。
また、暗闇の主権者たちにとって私たちが任されたもの（お金
や時間）を管理するようになったら困ります。祝福され神の栄
光が現れてしまうからです。聖書には『「涙とともに種を蒔く者
は、喜び叫びながら刈り取ろう。種入れをかかえ、泣きながら
出て行く者は、束をかかえ、喜び叫びながら帰って来る。」（詩
篇 126：5-6）』と約束されています。神様はあなたを祝福した
いのです。しかし今祝福してあなたがダメになるならその試練
を乗り越えるまで忍耐の道に導かれます。自信を失い痛み、生
きることさえ相応しくないのではないかという所まで落とされ
ることもあります。しかしそれが起きた時には、忍耐を学んで
いる時であり、神様が祝福しようと導かれているのです。だか
らこそ今問題や試練があるなら乗り越えないといけません。

マザー・テレサことアグネス・ゴンジャ・ボヤジュは有名です。
しかし、最初から成功したわけではありません。26 歳で修道女
を決意し、カトリックの教師になり校長になりました。ある日、
汽車の中で貧しい人のために働けと神様に言われます。インド
のカルカッタに一人で行き、お金もなくカーストの厳しい制度
の中働きましたが、最初はうまくいきませんでした。何度も心
の中で聞こえる「無駄だ、諦めろ」という声に諦めそうになり

ました。しかし諦めずに戦う中で、７人の友が与えられ、後に「神
の愛の宣教者会」を立ち上げ、子どもや死にゆく人のためにホ
スピスや児童養護施設を開設し、最後まで神様のために生き抜
いたのです。このように乗り越えることができるのは、ぶれな
い信念があるからです。信念は神様があなたにくれるプレゼン
トであり、どんなことがあっても揺るがないものです。このよ
うに、私たちは自分の中にある悪と戦わないといけません。あ
なたの良心に絶えず対抗して耳元で囁く悪の声があるからで
す。この声は悔い改めることをさせません。あなたを責めます
が決してあなたが戻るようには言いません。人のせいにするか、
あなた自身が悪なのだと言い放ちます。そこでどう戦うかが大
切です。

農業は人間の原点です。今人間に起きているのは、食べること
を待たない、労苦しないということです。本来、農業は種を蒔
いて刈り取るだけでは終わりません。一つの糧を得るのにどれ
だけの苦労があるでしょうか。土づくりに 5 年、ずっと同じ畑
は使えないので絶えず回していかなければなりません。雨が降
らない、虫が来た、収穫が出来ない、様々な問題がある中、食
を作るのに多くの農夫たちが戦っているのです。

預言者たちは自分の信念に与えられた神からのメッセージを貫
くために国家権力に対して命がけで生きていきました。すべて
の人が敵になり、一人になっても預言者たちは忍耐の限りを尽
くして、その信念と自分の役割を貫いていったのです。

人生に理不尽が起きた時、ヨブが敵としそうになったのは自分
を責めた友でした。一時は心が折れ、服を切り裂き、壊れた土
器の欠片で体中に出たできものを搔きむしり、灰を被って廃人
のようになりました。そんなヨブが最後に行きついた言葉が、
『私は裸で母の胎から出て来た。また、裸で私はかしこに帰ろう。
主は与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな。（ヨブ 1：
21）』です。ヨブは、自分を呪った友を赦し神に感謝しました。
すると彼は失ったものの 2倍を受けたのです。

理不尽が起きた時、彼らは戦いました。相手と戦ったり逃げた
りするのではなく、大切なのは、忍耐をして自分の心の悪と戦
うことです。特別な人がヒーローになるのではありません。ヒー
ローとは問題が起きた時に他の人と違う行動をとった人であ
り、みんなが逃げ惑う時に戦おうと決断する人です。これがク
リスチャンの姿です。自分の中に出てくる悪の心に耐え忍ぶ時
にイエスキリストがあなたを救いに来るのです。イエスキリス
トは十字架であなたのためにいのちを懸けて死んだのです。こ
れは忍耐です。神でありながら人として生まれてきた彼の心の
中にはあなたと同じ痛みがありました。しかし自分の弱さに忍
耐して乗り越えたのです。そして長子になりました。長子になっ
てくれた人を知っている私たちは学ばなければなりません。あ
なたが色々な道で憎まれた時、忍耐によって自分のいのちを勝
ち取れるように祈りましょう。

「忍耐　何と戦うか？どう戦うか？」   
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤコブ5：7~11

　　　

①農夫から学ぶ

③ヨブから学ぶ

この戦いは主の戦い 忍耐し戦うべきは、自分の心に潜む悪

②預言者から学ぶ

あなたは今何と戦うべきで、何と戦うべきでないか

ぶれない信念で耐え忍ぶ

まとめ
　クリスチャンは必ずこの道を通ります。忍耐をする必要
があるからです。あなたの戦う相手は環境でもなく、あな
たの前にいる人でもありません。敵だと思う人がいてもそ
の人を変えるのは神様です。あなたが戦うのは、神様の管
であるあなたを詰まらせる様々な汚れです。逃げようとす
るあなた、嘘をつき誤魔化そうとするあなた、人のせいに
しようとするあなた…しかし、この戦いは主の戦いです。
手を隣の人に差し伸べようとする時に出てくるこの自己義
に勝利しなければなりません。あなたの手が触れた時に相
手の心の氷は融けるからです。忍耐をもって諦めず、今戦
う相手に正しく向き合い決断していきましょう。

　クリスチャンは必ずこの道を通ります。忍耐をする必要
があるからです。あなたの戦う相手は環境でもなく、あな
たの前にいる人でもありません。敵だと思う人がいてもそ
の人を変えるのは神様です。あなたが戦うのは、神様の管
であるあなたを詰まらせる様々な汚れです。逃げようとす
るあなた、嘘をつき誤魔化そうとするあなた、人のせいに
しようとするあなた…しかし、この戦いは主の戦いです。
手を隣の人に差し伸べようとする時に出てくるこの自己義
に勝利しなければなりません。あなたの手が触れた時に相
手の心の氷は融けるからです。忍耐をもって諦めず、今戦
う相手に正しく向き合い決断していきましょう。

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~
セル祈祷会

山本麻美

泉水敬子

藤原大靖

淺野恵子

平松由佳　日名洋 

舛田幸恵

河島稜

横山由芽　矢崎心結

泉水泰行

妹尾由紀子 

太田幸子


